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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月21日(2018.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　焦点調節が可能な撮像部を制御する映像処理装置であって、
　前記撮像部によって撮像される映像を表示する表示画面に、前記撮像部のフォーカスレ
ンズの位置に基づく第１マークと、前記映像に写る被写体のうち前記表示画面においてユ
ーザに指定された被写体に合焦させる場合の前記フォーカスレンズの位置に基づく第２マ
ークとを表示するよう制御する表示制御手段と、
　前記表示画面に表示された前記第１マークに対応する位置から、前記第２マークに対応
する位置へ、前記第１マークを移動させる指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって受付られた指示により、前記第１マークが移動された距離に応じ
たレンズの駆動量で、前記撮像部に焦点を調節させる焦点調節手段と、
　を有することを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　さらに、前記映像を表示する前記表示画面において、前記映像に写る被写体のうち、前
記ユーザによって指定された被写体に合焦させる場合に必要な前記フォーカスレンズの駆
動量を検出する検出手段を備え、
　前記表示制御手段は、前記検出手段によって検出された前記フォーカスレンズの駆動量
に基づく間隔で、前記第１マークと前記第２マークを表示することを特徴とする請求項１
に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記焦点調節手段は、前記受付手段によって受け付けられた指示により、前記表示画面
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上における前記第２マークの位置から所定距離以内に、前記第１マークが移動された場合
に、前記第２マークに対応する被写体に合焦させる位置に前記フォーカスレンズを駆動す
るよう制御することを特徴とする請求項１または２に記載の映像処理装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記第１マークと前記第２マークとを結び、前記検出手段によっ
て検出された前記フォーカスレンズの駆動量に基づく長さのスライダー状のユーザインタ
ーフェースを表示し、
　前記受付手段は、前記第１マークを、前記スライダー状のユーザインターフェースに沿
って前記第２マークに向かって移動させる指示を受け付けることを特徴とする請求項３に
記載の映像処理装置。
【請求項５】
　前記スライダー状のユーザインターフェース上での前記第１マークの位置は、前記フォ
ーカスレンズの光軸方向の位置に対応し、
　前記第１マークが移動されることにより、前記第１マークの位置が前記第２マークの位
置に一致した場合、前記フォーカスレンズは、前記焦点調節手段の制御により、前記映像
に写る被写体のうち前記表示画面においてユーザに指定された被写体に合焦する位置に駆
動されることを特徴とする請求項４に記載の映像処理装置。
【請求項６】
　前記スライダー状のユーザインターフェースにおいて、前記第１マークが、前記第２マ
ークを越えて移動された場合、前記フォーカスレンズは、前記焦点調節手段の制御により
、前記映像に写る被写体のうち前記表示画面においてユーザに指定された被写体に合焦す
る位置からさらに遠ざかるように駆動されることを特徴とする請求項４に記載の映像処理
装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、前記検出手段によって検出された駆動量に基づいて、前記スライ
ダー状のユーザインターフェースを、線分又は曲線で表示するよう制御することを特徴と
する請求項４乃至６のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項８】
　前記表示制御手段は、前記決定手段によって決定された前記フォーカスレンズの駆動量
が、特定の値よりも大きい場合に、前記スライダー状のユーザインターフェースを曲線で
表示するよう制御することを特徴とする請求項７に記載の映像処理装置。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、前記第１マーク及び前記第２マークに加えて、被写界深度の幅を
示す枠を、前記スライダー状のユーザインターフェース上に表示するよう制御することを
特徴とする請求項４乃至８のいずれか一項に記載の映像処理装置。
【請求項１０】
　前記焦点調節手段は、前記ユーザにより、前記映像に写る被写体のうちいずれかの被写
体が指定された後に入力される操作に応じて、
　前記表示制御手段によって表示された前記第１マークが前記受付手段によって受け付け
られる操作によって移動される位置に基づく駆動量で前記フォーカスレンズを駆動するマ
ニュアルフォーカス処理を実行するか、または、前記指定された被写体に合焦させるため
のオートフォーカス処理を実行するかを切り替えることを特徴とする請求項１乃至８のい
ずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記焦点調節手段により、前記オートフォーカス処理が行われる場合、前記表示制御手
段は、前記第１マークおよび前記第２マークを表示しないことを特徴とする請求項１０に
記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記表示画面は前記ユーザによるタッチを検出可能なタッチパネルであって、
　前記ユーザにより、前記映像に写る被写体のうちいずれかの被写体がタッチされたこと
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によって指定された後、さらに入力されたタッチ操作が長押し操作であった場合、
　前記焦点調節手段は、前記マニュアルフォーカス処理を実行し、前記長押し操作ではな
かった場合、前記オートフォーカス処理を実行することを特徴とする請求項１０または１
１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記表示制御手段は、ユーザによって、焦点を調節する対象として複数の被写体が指定
された場合に、前記複数の被写体に合焦させる場合のフォーカスレンズの位置に基づくマ
ークを、前記表示画面上にそれぞれ表示するよう制御することを特徴とする請求項１乃至
１２のいずれか一項に記載の映像処理装置。
【請求項１４】
　前記表示制御手段は、前記複数の被写体に合焦させる場合のフォーカスレンズの位置に
基づくマークを、前記複数の被写体がユーザによって指定された順番に基づいて、前記表
示画面に表示するよう制御することを特徴とする請求項１３に記載の映像処理装置。
【請求項１５】
　前記第１マークはスライドオブジェクトであることを特徴とする請求項１乃至請求項１
４のいずれか一項に記載の映像処理装置。
【請求項１６】
　焦点調節が可能な撮像部を制御する映像処理装置の制御方法であって、
　表示制御手段により、前記撮像部によって撮像される映像を表示する表示画面に、前記
撮像部のフォーカスレンズの位置に基づく第１マークと、前記映像に写る被写体のうち前
記表示画面においてユーザに指定された被写体に合焦させる場合の前記フォーカスレンズ
の位置に基づく第２マークとを、表示させる工程と、
　受付手段により、前記表示画面に表示された前記第１マークに対応する位置から、前記
第２マークに対応する位置へ、前記第１マークを移動させる指示を受け付ける工程と、
　前記受付手段によって受付られた前記指示により、前記第１マークが移動された距離に
応じたレンズの駆動量で、前記撮像部に焦点を調節させる工程を有することを特徴とする
映像処理装置の制御方法。
【請求項１７】
　コンピュータを、請求項１乃至１５のいずれか一項に記載の映像処理装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記の課題を解決するための一手段として、本発明の映像処理装置は、以下の構成を備
える。即ち、焦点調節が可能な撮像部を制御する映像処理装置であって、前記撮像部によ
って撮像される映像を表示する表示画面に、前記撮像部のフォーカスレンズの位置に基づ
く第１マークと、前記映像に写る被写体のうち前記表示画面においてユーザに指定された
被写体に合焦させる場合の前記フォーカスレンズの位置に基づく第２マークとを、表示す
るよう制御する表示制御手段と、前記表示画面に表示された前記第１マークに対応する位
置から、前記第２マークに対応する位置へ、前記第１マークを移動させる指示を受け付け
る受付手段と、前記受付手段によって受付られた指示により、前記第１マークが移動され
た距離に応じたレンズの駆動量で、前記撮像部に焦点を調節させる焦点調節手段と、を有
する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２５】
　まず、図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）、（ｇ）、及び（ｈ）を
用いて、映像処理装置１００による処理を説明する。尚、図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、
（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）、（ｇ）、及び（ｈ）において、焦点が合っている（合焦度が閾
値より高い）部分の輪郭を実線で示し、焦点が合っていない（合焦度が閾値より低い）部
分の輪郭を点線で示す。さらに、焦点が合っていない部分の輪郭のうち、合焦度が閾値よ
り低く所定値以上の部分の輪郭を太い点線で示し、合焦度が閾値より低い部分の輪郭を細
かい点線で示す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　図５（ｇ）は、図５（ｆ）に示す画像が表示画面３０１に表示された後、ユーザがハン
ドル５１１を位置５１４から位置５１３に移動させる操作を行った場合に、表示画面３０
１に表示される画像を示す。図５（ｇ）に示すように、ハンドル５１１が位置５１４にあ
る場合（図５（ｆ））よりも、位置５１３にある場合の方が、より被写体５０２に焦点が
合っている（被写体５０２の輪郭の点線が太くなっている）。図５（ｈ）は、ユーザがハ
ンドル５１１を、被写体５０２に合焦する位置である合焦マーク５１２の位置に移動させ
る操作を行った場合に、表示画面３０１に表示される画像を示す。図５（ｈ）に示すよう
に、ハンドル５１１が合焦マーク５１２の位置にある場合、被写体５０２に合焦されてい
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　ステップＳ４０１においてＵＩユニット１０８（入力手段）は、撮像される対象（図５
（ａ）の被写体５０２）に対するフォーカス処理を行うための、表示画面３０１上の位置
５０３における操作（ここでは、タッチ操作）を検出（入力）する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　ステップＳ６１２においてＣＰＵ１０１は、表示制御部２０６の機能を実行する。そし
て、ＣＰＵ１０１は、ステップＳ６１１で読み込まれた各フォーカスレンズの駆動量（駆
動ステップ数）に基づいて、各被写体７０２～７０４に合焦させるためのフォーカスレン
ズの光軸方向の位置（合焦位置）を示す図形をそれぞれ表示するよう制御する。即ち、Ｃ
ＰＵ１０１は、ステップＳ６１０で表示されたＵＩ（図７（ｂ）のスライドバー７１３）
上の、ステップＳ６０４で算出された合焦のためのフォーカスレンズの駆動量に対応する
位置に、図形（各合焦マーク７１５～７１７）を表示するよう制御する。尚、図７（ｂ）
に示すように、各合焦マーク７１５～７１７は、図７（ａ）において表示された、各被写
体７０２～７０４に対応するユニークな各カーソル７０８～７０９と同じ図形で表示され
る。以後、各ステップＳ６１３～Ｓ６１５の処理は、実施形態１における図４の各ステッ
プＳ４１２～Ｓ４１４と同様の処理であるため、説明を省略する。
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　ステップＳ８０９においてＣＰＵ１０１は、フォーカスレンズの駆動量を指示するため
スライドバーにおける起点の位置（ここでは、ハンドル９１６の位置）を読み込む。ステ
ップＳ８１０においてＣＰＵ１０１は、ユーザによって指定された最初の被写体７０２に
対するタッチ操作がされた位置７０５、及び、最初の被写体７０２に合焦させるためフォ
ーカスレンズの駆動量（駆動ステップ数）を読み込む。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　ステップＳ８１１においてＣＰＵ１０１は、検出部２０８の機能を実行することにより
、スケール演算を行う。尚、ステップＳ８１１においてＣＰＵ１０１は、ステップＳ８０
９で読み込まれた起点の位置（ハンドル９１６の位置）からステップＳ８１０で読み込ま
れた最初の被写体７０２に対する位置（位置７０５）までの距離をスライドバー９１３の
長さとして決定する。また、ＣＰＵ１０１は、ステップＳ８１０で読み込まれたフォーカ
スレンズの駆動量に基づいて、スライドバー９１３上におけるハンドル９１６の移動量に
対応する、フォーカスレンズの駆動量のステップ値を決定する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　ステップＳ８１８においてＣＰＵ１０１は、移動中のスライドバー（ここではスライド
バー９１３）上において、当該移動中のスライドバーの終点である合焦マーク（ここでは
、合焦マーク９１７）にハンドル９１６が達したか否かを判定する。ステップＳ８１８に
おいて、ハンドル９１６が終点の合焦マークに達していないと判定された場合（ステップ
Ｓ８１８におけるＮＯ）、映像処理装置１００は各ステップＳ８１５～Ｓ８１８の処理を
繰り返する。そして、移動中のスライドバー（スライドバー９１３）上の終点の被写体（
被写体７０２）に対するＭＦ処理を行う。一方、ステップＳ８１８において、ハンドル９
１６が終点の合焦マークに達したと判定された場合（ステップＳ８１８におけるＹＥＳ）
、映像処理装置１００はステップＳ８１９の処理へ進む。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　更に、ステップＳ８１９においてＣＰＵ１０１は、被写体７０４に対する処理が完了し
ていないと判定するため、映像処理装置１００は、上記の被写体７０３に対する処理と同
様に被写体７０４に対する各ステップＳ８１５～ステップＳ８１８の処理を繰り返す。そ
の後、ステップＳ８１９においてＣＰＵ１０１は、ユーザによって指定された全ての被写
体に対して、各ステップＳ８１４～８１８の処理が完了された（ステップＳ８１９におけ
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るＹＥＳ）と判定し、フォーカス処理を終了する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　以下、本実施形態５における映像処理装置１００による処理の詳細について、図１２及
び図１３（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、及び（ｄ）を用いて説明する。図１２は、本実施形態
５に係る映像処理装置１００の、被写体に対してフォーカス処理を施す動作の詳細を示す
フローチャートである。また、図１３（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、及び（ｄ）は、映像処理
装置１００が被写体に対してフォーカス処理を施す場合の、映像処理装置１００のＵＩユ
ニット１０８の表示部における表示画面を示す図である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　まず、図１３（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、及び（ｄ）を用いて、映像処理装置１００によ
る処理を説明する。図１３（ａ）は、ユーザが合焦させたい複数の被写体を指定するタッ
チ操作を行った場合に、ＵＩユニット１０８の表示画面３０１に表示される画像を示す図
である。図１３（ａ）に示すように、表示画面３０１には、合焦させたい被写体１３０２
、被写体１３０３、及び被写体１３０４が表示される。また、各被写体１３０２～１３０
４に対応する表示画面３０１上の位置に、カーソル１３０５、カーソル１３０６、及びカ
ーソル１３０７が表示される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　図１３（ｂ）は、図１３（ａ）に示すように、各被写体１３０２～１３０４が指定され
た後に、ボタン７１２が操作され、ＭＦ処理が開始された場合に、表示画面３０１に表示
される画像を示す図である。図１３（ｂ）に示すように、ＭＦ操作に用いるＵＩとして、
フォーカスレンズの焦点位置と合焦位置との距離に対応する長さのスライドバー１３１０
、及びフォーカスレンズの光軸方向の位置を指示するためのハンドル１３１１が表示画面
３０１に表示される。また、各被写体１３０２～１３０４に合焦させる場合のフォーカス
レンズの光軸方向の位置（合焦位置）をそれぞれ示す、合焦マーク１３１２、合焦マーク
１３１３、及び合焦マーク１３１４が表示される。さらに、ハンドル１３１１に付加され
た被写界深度の幅を示す枠１３１５、及び、フォーカス処理を行う前のフォーカスレンズ
の絞り値を示す情報１３１６が表示される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　次に、図１２を用いて、本実施形態における映像処理装置１００による処理の詳細を説
明する。映像処理装置１００は、図１３（ａ）に示すように、ユーザによって、フォーカ
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ス処理を施す対象（例えば、各被写体１３０２～１３０４のうちの少なくともいずれか）
を指定する操作が行われた場合、図１２に示す処理を開始する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　以下、本実施形態６における映像処理装置１００による処理の詳細について、図１４、
図１５（ａ）、及び図１５（ｂ）を用いて説明する。図１４は、本実施形態６に係る映像
処理装置１００の、被写体に対してフォーカス処理を施す動作の詳細を示すフローチャー
トである。また、図１５（ａ）及び図１５（ｂ）は、映像処理装置１００が被写体に対し
てフォーカス処理を施す場合の、映像処理装置１００のＵＩユニット１０８の表示部にお
ける表示画面を示す図である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　まず、図１５（ａ）及び図１５（ｂ）を用いて、映像処理装置１００による処理を説明
する。図１５（ａ）は、各被写体１５０２～１５０４が指定された後に、ボタン７１２が
操作され、ＭＦ処理が開始された場合に、表示画面３０１に表示される画像を示す図であ
る。図１５（ａ）に示すように、表示画面３０１には、合焦させたい被写体１５０２、被
写体１５０３、及び被写体１５０４が表示される。また、ユーザによって各被写体１５０
２～１５０４を指定するタッチ操作が行われた場合、ユーザによってタッチされた表示画
面３０１の各位置に、カーソル１５０５、カーソル１５０６、及びカーソル１５０７が表
示される。さらに、図１５（ａ）に示すように、ＭＦ操作に用いるＵＩとしてスライドバ
ー１５０８、及びフォーカスレンズの光軸方向の位置を指示（変更）するためのハンドル
１５０９が表示画面３０１に表示される。また、スライドバー１５０８上には、各被写体
１５０２～１５０４に合焦させる場合のフォーカスレンズの光軸方向の位置（合焦位置）
をそれぞれ示す合焦マーク１５１０、合焦マーク１５１１、及び合焦マーク１５１２が表
示される。尚、図１５（ａ）に示すボタン７１２は、ユーザによって各被写体１５０２～
１５０４が指定された後、ボタン７１２に対する操作が行われた場合に、ＭＦ処理を開始
したことを示すように表示される。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　ステップＳ１４１５にてＣＰＵ１０１は、フォーカスレンズの光軸方向の位置を指示す
るためのハンドル（図１５（ｂ）のハンドル１５０９）からの所定距離以内に、合焦マー
ク（各合焦マーク１５１０～１５１２の少なくともいずれか）があるか否かを判定する。
そして、ステップＳ１４１５において、所定距離以内に合焦マークがあると判定した場合
（ステップＳ１４１５におけるＹＥＳ）、ステップＳ１４１６の処理へ進む。一方、ステ
ップＳ１４１５において、所定距離以内に合焦マークがないと判定した場合（ステップＳ
１４１５におけるＮＯ）、ステップＳ１４１９の処理へ進む。例えば、ユーザによる操作
の結果、ハンドル１５１４が図１５（ｂ）に示す位置にある場合、ステップＳ１４１５に
おいてＣＰＵ１０１は、次のように処理を行う。即ち、ＣＰＵ１０１は、ハンドル１５０
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９から所定距離以内（十分近い範囲）に被写体１５０２に対応する合焦マーク１５１０が
あると判定し、ステップＳ１４１６の処理へ進む。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　ステップＳ１４１８においてＣＰＵ１０１は、ハンドル（図１５（ｂ）のハンドル１５
０９）を、ステップＳ１４１５においてハンドルから所定距離以内にあると判定された合
焦マーク（合焦マーク１５１０）の位置に移動させて表示させる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　ステップＳ１４１９においてＣＰＵ１０１は、実施形態１の図４におけるステップＳ４
１４と同様の処理を行うことにより、ユーザによる操作が終了したか否かを判定する。そ
して、ステップＳ１４１９においてＣＰＵ１０１がユーザによる操作が終了していないと
判定した場合（ステップＳ１４１９におけるＮＯ）、ステップＳ１４１３の処理へ戻る。
一方、ステップＳ１４１９においてＣＰＵ１０１がユーザによる操作が終了したと判定し
た場合（ステップＳ１４１９におけるＹＥＳ）、フォーカス処理を終了する。
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